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１．はじめに

　生まれつきの視覚障害だった私は、小学校に入るころは強度弱視であったが、数年のうちに視力が下がり、墨字がまったく使えなくなってしまった。点字を始めたのが小学校３年生の３学期。そして、録音図書も同じころから利用するようになったと記憶する。
　当時はもちろんオープンリールテープの時代であった。我が国の録音図書ライブラリーは、1957年に国際キリスト教奉仕団が始めたのが最初とされている。翌58年には日本点字図書館、59年には日本ライトハウスがテープ図書の貸出を開始している。テープ図書は、最初７インチ・9.5cm/s・2トラック方式であったが、後に５インチ・4.8cm/s・4トラック方式が使われるようになった。その後、70年代後半から約10年をかけて、カセットテープへの切り替えが行われた。
　DAISYは、93年ごろスウェーデンと日本で別々に始まった開発プロジェクトが元となり、95年に7ヶ国が参加してDAISYコンソーシアムが組織されて、開発が本格化した。そして、97年8月の国際図書館連盟(IFLA)コペンハーゲン大会で、DAISYがデジタル録音図書の事実上の世界標準と決定された。翌98年4月に、世界初のDAISY再生機プレクストークが日本のシナノケンシから発売された。この年が我々の「DAISY元年」である。
　このように見てくると、録音図書は50年の歴史の中で何度もメディア、方式の変更を経験してきたことがわかる。だが、現在進行しているカセットテープからDAISYへの移行は、過去にはなかったドラマチックな変革といえるのではないだろうか。
　本稿では、私がこの10年余りDAISYにどんな想いで関わり、DAISYに対して何を求めてきたかを、個人的な視点で書き連ねてみたいと思う。
２．不便だったテープ図書
　「テープ図書はとにかく不便で仕方がない！」私は若いころからずっとそう思い続けてきた。読みたい箇所、必要な情報が載っているページを開くのにとても手間がかかる。特に、受験参考書や専門書を読むときにはそれを痛切に感じたし、録音雑誌を聞くときも、記事の拾い読みがとてもしにくかった。検索性という意味では点字の方がはるかに優れているのだが、点訳と録音を比べると、録音の方が出来上がりまでの期間が短くて済むために、語学などを除き私は録音に頼ることが多かったのである。
　テープで、項目の頭出しを少しでもやりやすくする方法として最初に考えたのは、ピアノの低い方の鍵盤の音を別テープに録音し、その音を項目の区切りごとにはめ込んでいくことだった。こうすると、キュー・レビューのキュルキュル音の中で、ピアノの音がかなり目立つ音色で聞こえるのである。
　77年、大学に入学した年、アメリカン・プリンティング・ハウスで売られていた盲人用カセットテープレコーダーを輸入してみたところ、それにトーンインデックスの機能が付いているのを発見した。それは、録音中にボタンを数秒間押すと、50Hz程度の低い周波数の信号音がその間録音されるというものだった。この信号音は、再生中にはほとんど聞こえないが、キュー・レビューの際に「ピー」という明瞭なビープ音として聞こえるので、前後の項目の頭に簡単に移動できるのである。信号音は「長いもの1回」と「短いもの2回」というように異なるパターンにすることも可能で、大きな見出しと小さな見出しを表すこともできる。私はこれを見て、「うぉーっ！なんて便利なものがアメリカにはあるのだ」と感動したものである。
　私は、個人的に録音してもらう図書には全てトーンインデックスを入れてほしいと思ったが、このテープレコーダーを何台も輸入するのはお金がかかりすぎる。そこで、電気工作の得意な友人に頼み、テープにトーンインデックスを入れる道具を五つばかりこしらえてもらった。これは、マイクとテープレコーダーの間に接続する簡単な機会で、約50Hzと約35Hzの2種類の信号音を作れるようにした。信号音を2種類にしたのは、見出しの大きさに応じて「高」「高・低」「低・高」「高・高」など、信号音に変化を付けられるようにしたかったからである。(この発想は、DAISYにおけるセクションの階層付けと類似している。)
　私は、点字図書館等で製作する録音図書には「全て」トーンインデックスを入れるべきと主張するようになった。しかし、録音雑誌には一部採用されたものの、単行本(教養書・実用書)に積極的にトーンインデックスを入れていたのは、私の知る限り日本ライトハウスだけであった。
３．DAISYとの出合い
　前述のように、私はテープ図書(アナログ録音図書)の不便さを痛切に感じ、それをどうにかして解消できないものかとずっと模索し続けてきた。そんな私がDAISY開発の情報を初めて知ったのは96年１月、１本のテープ雑誌の記事によってであった。それは「六点漢字情報」第128号(六点漢字協会発行)の、「高まるデジタル化のムードをどう見る―日点テープ製作課香川紀子さんに聞く」と題するインタビュー記事であった。

　それによると、その前年の秋に開かれた全国点字図書館協議会の大会で、開発中のDAISYがテーマとして取り上げられ、再生機の試作機も公開されたとのこと。香川さんは、「再生機は、章や節の頭に瞬時に飛べるし、今どこを再生しているかも音声ガイドしてくれるのでとても便利。一方、DAISYの録音にはWindowsパソコンのソフトを使用するが、こちらは操作が難しく、だれにでもすぐに使えるものではなさそう」と述べた。また、大会に参加していた視覚障害者から、録音にWindowsパソコンを使うのでは視覚障害者が操作できないので問題との指摘があったとのことで、カセットデッキ感覚で使える録音機の必要性が強調されていた。当時はWindows95が出たばかりで、Windows用の日本語スクリーンリーダーは一つも世に出ていなかった。それまでDOSパソコンでさまざまなソフトを使ってきた視覚障害者にとって、Windowsの出現は脅威と受け取られていたのである。
　さて、DAISYのことを知った私は、それについてもっと詳しい情報を得たい、そしてこの夢の録音図書を一刻も早く自分のものにしたいという欲望にかられた。さっそく、一面識もなかった香川さんに手紙を書き、DAISYについていろいろと教えていただくことになった。そして、再生機を開発中のシナノケンシの人を紹介してもらい、その試作機を個人的に見せてもらったのが96年の夏ごろだったと記憶している。その機械は、外装のデザインはあまりぱっとしなかったが、１枚のCDに何十時間もの音声が入り、大小の見出しごとに飛べたり、ページ数をテンキーで指示できるなど、機能的にはとても魅力的であった。「カセットはもういらない！」と私は直感した。
４．DAISYを使いたい＝作りたい
　DAISYは世界標準の規格とするというのが、重要なコンセプトの一つだった。そのため、96年12月からのフィールドテストは、30ヶ国以上が参加して、半年間にわたり大規模に実施された。もちろん私も、モニターとして真っ先に手を挙げた。
　だが、このフィールドテストで私が一番不満だったのは、視覚障害者は再生機のテスト、図書館関係者や音訳グループは製作ソフトのテストと、完全に色分けされていたことである。私はDAISYが早く使いたかった。私にとってDAISYを使うということは、単に与えられる図書を「聞く」だけでなく、自分でも録音・編集を行うことを意味していた。それまで個人で録音してもらった図書や資料のカセットテープを早くDAISY化したかった。また、DAISYを本当に使い勝手の良いシステムに育てていくためには、ユーザーである視覚障害者自身が図書を「作る」側にも立たなければ、有効な提案は出来ないと信じていた。
　古い話になるが、1975年、某大手食品メーカーのインスタントラーメンのコマーシャルで、「わたし作る人、ぼく食べる人」というキャッチコピーが大ヒットしたことがあった。ところがこれは、「男は外で仕事、女は家事」という誤った考え方を助長するものとして婦人団体から強い抗議を受け、結局放送中止に追い込まれた。DAISY製作ソフトを視覚障害者に使えないままにするということは、視覚障害者を「食べる人」に閉じ込め、「作る人」から排除することにほかならないと私は思った。活字障害者の情報障害を克服するために開発されているはずのDAISYが、障害者には情報の製作・発信ができないとすれば、それは矛盾以外の何物でもないだろう。
　そこで私は、再び香川さんに協力を求め、DAISY製作ソフトを体験してみることにした。我が家にソフトをインストールしたノートパソコンを持ってきてもらい、まず作業の流れや画面構成などの説明を受けた。そして、画面表示を読んでもらいながら、自分でマイクに向かって音読し、キーでできる部分は自ら操作し、マウスでしかできない部分はしてもらいながら、編集操作を体験した。

　DAISYでは、録音の段階で音声をフレーズという単位に自動的に分割する。このため、音声の削除や挿入、セクション分けなどの操作は、比較的キャラクタベースで行えることが判った。しかし、グラフィックに頼る部分もいくつかあった。録音音量の調整や、バックグラウンド・ノイズのレベルの設定(フレーズの自動分割に関係する)などがそれで、これらはスクリーンリーダーの発達だけでは解決できず、もっと基本的なインターフェースの変更が必要と考えられた。
　私は、この体験を元に、製作ソフトの改善点の要望と、視覚障害者にも製作ソフトを使えるようにすることがいかに重要かを訴えるレポートを書いた。そして、97年3月4日に京都で開催が予定されていたDAISYフィールドテストの中間評価会議に向けて、DAISYコンソーシアムの中心人物であった河村宏氏(当時東大図書館)をはじめ、何人かの“関係者”と思われる人たちに一方的にFAXしたのである。
５．DAISYの用途は図書だけではなかった

　98年4月にDAISY再生機プレクストークが発売され、DAISYは実用化の時代を迎えた。しかし、DAISYの録音・編集に関しては、視覚障害者には道が閉ざされたままだった。点字図書館としてDAISYの製作・貸出をいち早く始めたのは、名古屋ライトハウス(98年4月から)と日本ライトハウス(同年12月から)だったが、利用できる図書はごく僅かだった。

　そんな状況で、私がまず必要としたのは、手持ちのパソコンソフトのマニュアルのカセットテープをDAISY化することであった。テープのマニュアルで調べたい箇所を探すのに、とにかく苦労していたからである。点字図書館は蔵書のDAISY化より先に、DAISYでのプライベートサービスを始めるべきだと主張してみたが、それを実現しようという所はどこもなかった。私は、個人依頼でDAISY編集を引き受けてくれる人を必死になって探し、ようやく東京都多摩市を拠点に活動するボランティアの人たち(後のNPO法人DAISY TOKYO)と巡り合うことができた。DAISY製作ソフトさえ自分で使えれば、こんな苦労はしないで済んだし、編集の仕方でももっといろいろな工夫や試みができるのにと、私はつくづく思った。
　ついに視覚障害者もDAISYの録音・編集が可能になったのは、2002年8月、シナノケンシからプレクストーク ポータブルレコーダPTR1が発売されてからである。PTR1には、パソコン用DAISY製作ソフトのPRS(Plextalk Recording Software)も付属していた。（PRSは日本障害者リハビリテーション協会(以下「リハ協」と略す)がリリースした製作ソフトMyStudioPCと中身は同一である。）
　PTR1を手にして、私は大きな発見をした。それは、DAISYは録音図書を聞くだけのものではないということである。私がPTR1で最初にしたのは、それまで20年以上にわたりテレビやラジオから取りためた落語のテープをDAISY化することであった。古いテープはいたんで音質が劣化し、中にはまったく聞けなくなってしまうものもあったため、早くデジタルに写さねばと思っていたのである。およそ180の噺(総時間約75時間)を噺家と演目の五十音順に整理し、自分で目次と索引を録音して、2枚のCDに収めた。
　DAISYの用途は、さまざまに考えられる。テレビ・ラジオ番組の録音、授業・会議・講演会などの録音、そしてステレオの音楽録音もできる。要は、「音」を扱う全てにDAISYは使えるのだ。単にデジタル録音でデータ圧縮が可能なだけでなく、内容や発言者ごとにセクションを分け、さらにセクションに階層を付けるなどして、検索性に優れた記録とすることができる。私は会議や講演会の個人用の記録によく活用している。日本点字委員会では、2年前から、総会の文字による記録は要点のみとなり、10時間に及ぶ論議の全ては、DAISY録音版を正式記録として事務局に保管することになった(その録音と編集は私が行っている)。
６．ネット配信が変える読書の世界

　DAISY図書をインターネットで配信する、びぶりおネットが、2004年4月、日本点字図書館と日本ライトハウスの共同運営でスタートした。DAISYはデジタルデータなので通信ネットワークでやり取りが可能とは前から聞いていたが、実際にサービスが利用できるようになって、あらためてその便利さをかみしめている。私は、1984年以来20年間DOSパソコンを愛用し、Windowsへの移行をかたくなに拒み続けてきたのだが、びぶりおネットを利用したいがために、ついにWindowsパソコンの購入に踏み切ったのであった。
　びぶりおネットで、私の読書傾向、読書スタイルが少し変わったような気がする。それまで、図書館から郵送されてくるリストを見て「今度はこれを読もう」と決めてリクエストをかけていたものが、ネット上でリストを眺めながら、「これ、いったい何の本？」と少しでも気になるタイトルにぶつかると、とにかく開いてみる。そして、思いがけない本と出合い、一気に最後まで読み通してしまうこともあれば、あてもなく次々開いてみることもある。まさに立ち読み状態である。
　びぶりおネットで提供する図書は、初めは日本点字図書館と日本ライトハウスで製作したものに限っていたが、2006年12月から、他の図書館で製作したものの代行アップも開始した。そして2007年7月、改正著作権法が施行され、点字図書館等は視覚障害者に対し、録音図書を無許諾でネット配信できるようになった。それまでは著作権者の許諾が取れた図書だけを提供していたので、利用できるタイトル数が一挙に２倍の約7000タイトルに増加した。今後も着実に増えていくことだろう。
　ところで、びぶりおネットを利用していて、一つ気になることがある。それは、音訳の質に難のある図書が、少数ながら混じっているということである。イントネーションや間の取り方などに強い癖のある音訳に、たまにぶつかることがあるのだ。また、DAISYの編集方法についても、首を傾げたくなるような図書がたまにある。これは、びぶりおネットができたから起こった問題ではない。全国の図書館等で製作される録音図書の実態が、そのまま反映されているだけなのである。ただ、ネット上で多くの録音図書を簡単に比較できるようになったために、その質の差がより目立つようになったのは事実であろう。ネット配信を機に、音訳の質の向上に向けて、各製作館の一層の取り組みを期待したい。
７．図書館の脱カセットをめぐって
　日本点字図書館は、カセットテープ図書の貸出を2011年3月で終了させDAISYに一本化するという方針を、2006年11月に明らかにした。今、全国の点字図書館では、カセットテープとDAISYの二媒体で録音図書の製作・貸出を行っているが、世の中ではデジタル媒体の普及に押され、カセットテープはもはや消滅寸前の状況にある。カセットテープの高速複写機はすでに生産完了となり、音訳者に愛用されてきたソニー製のカセットデッキも生産完了が近いのではないかと見られている。また、カセットテープ自体も、有名ブランド品であっても不良品の割合が増加しているとの報告がある。さらに、図書館が所蔵する古いカセットテープの中には劣化が進んでいるものもあり、カセットテープによるサービスの継続は年々難しくなっていくことは間違いない。

　日本点字図書館以外でも、名古屋ライトハウスが2007年2月、カセットテープ図書の新規製作を2008年3月で終了させる(既存のカセットテープ図書の貸出は当面継続)ことを発表。また、日本ライトハウスも2007年5月、カセットテープ図書の新規製作を2009年3月で終了させ、以後はDAISY変換の済んでいない図書のみカセットテープで貸し出すとの方針を発表した。
　このように、カセットテープによるサービスの終了時期をアナウンスする図書館に対し、「カセットテープしか使えない(使わない)利用者も多くいるのに、終了を宣言するのは問題ではないか。カセットテープを希望する利用者がいる限り、サービスを継続するよう最大限の努力をするのが図書館の役割ではないのか」との意見も聞かれる。録音図書のサービスは、本当はどうあるべきなのだろうか。
　DAISYはカセットテープと比べて、検索性など優れた点がたくさんある。しかし、そのようなメリットをメリットと感じない利用者がいることもまた事実だ。図書は最初から順に聞くだけで、戻したり飛ばしたりはしない。新しい機械を覚えるのは大変というような利用者にとっては、DAISY化など迷惑な話と受け取られるかもしれない。
　しかし、カセットテープには残念ながら未来はないのである。例えて言うなら、カセット島は地盤沈下が進み、いずれ海面下に水没することが確実なのである。この状況で大事なのは、カセット島にいかに長く住み続けてもらうかではなく、カセット島の住人を一人残らず安全なDAISY島に引っ越してもらうことだと私は思う。そのための支援こそが今、求められているのではないか。
　日本ライトハウスが2006年に行った利用者アンケートの結果によると、録音図書を聞くのにカセットテープだけを使っている人は全体の37%であった。この人たちには、DAISYのメリットを説くよりも、「DAISYでも大丈夫、これまでと同じように録音図書が楽しめる」ということを理解し納得してもらう必要があるだろう。そのために、DAISY再生機もさらに楽に使えるよう改良しなければならないかもしれない。そして、全ての利用者に混乱なくDAISYに移行してもらうためには、十分余裕のある時間的目標点を示すことがとても大切だと、私は考えている。人間は、時間的目標がなければ、なかなか行動を起こせないものだからである。
８．携帯型の再生機が鍵
　今DAISYに一番欠けているものは何かと問われれば、迷わず「携帯型の再生機」と答えるだろう。実は、カセットテープ図書がやめられない理由として、DAISYには携帯型の再生機がないことを挙げる人が意外に多い。確かに、カセットテープレコーダーの方がずっと小型・軽量のものがたくさんある。
　シナノケンシ製のプレクストーク・シリーズの再生機は現在2機種だが、PTN1は重さ1.2kgで卓上型。もう一つのPTR2は、それより一回り小さいが、重さ940gで、通勤カバンに入れて持ち歩くのはかなり大変である。

　DAISYの携帯型再生機が輸入販売されるという噂は以前から何度かあったが、なかなか実現に至らなかった。そんな中、2006年11月に、アメディアがスイスのボーンズ製のICレコーダー“DAISY対応おしゃべりレコーダー”を輸入販売することになった。重さ50gのポケットサイズで、小ささは申し分ない。CDではなくSDカードに入れたDAISY図書を再生する(SDカードへのコピーはパソコンで行う)ほか、メモの録音やMP3音楽プレーヤーとしても使える。
　興味深い製品ではあるのだが、実物を見てみると、気になる点もいくつかあった。まず、再生スピードがまったく上げられないのは、相当痛い。また、主要な操作キーが五つしかないため、キーの長押しや複数のキーの同時押しを多用していて、例えば音量の上げ下げにも二つのキーを押さなければならない。いわゆる「送り」「戻し」のキーがなく、移動単位をフレーズに合わせてから前後移動しなければならないのも、少しわかりにくいところだ。このように、“おしゃべりレコーダー”はなかなかクリーンヒットとは言いにくい製品のように私には感じられたのだ。
　DAISY図書の音声ファイルを一般のICレコーダーに入れて、外出先で聞いている人も結構いるようだ。私もソニー製のICレコーダーICD-SX77を現在使用している。また、CDのDAISY図書の音声ファィルを簡単な操作でICレコーダーに入れるためのソフトも発売されている(イネーブルソフトの“ミュージックリーダー”、アイネットの“らくらくボイス”)。
　だが、これは所詮「間に合わせ」の方法にすぎない。一般のICレコーダーはDAISYに対応していないので、セクションごとにファイルは分かれたとしても、セクションの階層やページ・グループなどの情報は消えてしまう。もちろん、そのような限界をわかった上で、小型の機械で録音図書を持ち歩きたいという要求を満たしているわけであるが、本来的には使い勝手の良いポケットサイズのDAISY再生機が求められているのである。これが普及しなければ、録音図書の脱カセットもままならないのではないか。
９．マルチメディアDAISYと視覚障害者
　DAISYは当初、デジタル録音図書の規格として開発が始められた。しかしその後、音声にテキストや画像を同期させて再生することで、ディスレクシアの人たちなどに有効であることが知られるようになり、いわゆるマルチメディアDAISYへと発展することとなった。現在では、構造化されたテキストのみ、あるいはテキストと画像のみのDAISYコンテンツもあるので、DAISYは録音図書という概念は成り立たない。DAISYという名称は、もともとはDigital Audio-based Information Systemの略であったが、2001年11月、DAISYコンソーシアムはこれをDigital Accessible Informa- tion Systemと改め、「音声を基本とする」ものではないことを明確にした。

　さて、音声・テキスト・画像を組み合わせたマルチメディアDAISYは、視覚障害者だけでなく、さまざまな状態の人が利用できる情報媒体であると言われる。たしかに、聴覚障害者は文字や画像を見ればよく、弱視者はそれを拡大したり、見やすい色に変えて読むことができる。文字と音声が同時に出るのが理解しやすいというディスレクシアの人もいるようだ。
　だが、文字や画像が見えることを前提に音声で伝えるのと、それらを見ることができない人に音声で伝えるのとでは、最適な読み方がおのずと変わってくる部分もあるのではないか。すなわち、マルチメディアDAISYの一つのコンテンツで何種類もの障害を同時にカバーするのがいつもベストの方法とは限らないように思うのである。一方で、音声の図書にテキストなどの付加情報を組み合わせることで、視覚障害者にとってこれまでにない魅力的な図書が作れる可能性もありそうである。マルチメディアDAISYの有効性と限界については、まだまだ研究はこれからだと思う。
　ところで、PTR1やPRSの出現で視覚障害者もようやくDAISYの製作が可能になったと前に書いたが、これは音声のみのDAISYに関してである。音声とテキストや画像をリンクさせたマルチメディアDAISYの製作ソフトは、いまだにアクセシブルにはなっていないのだ。私がSigtuna3という製作ソフトをPC-Talkerで試したところでは、特にグラフィックを使っているとは思えない部分でも、ところどころ音声化がうまくいかなかった。「作る人・食べる人」問題は今もなお続いているのである。
　2006年1月に開催されたマルチメディアDAISYキャンペーンセミナー(リハ協主催)でも、公共図書館に勤務する全盲の職員からこのことについて質問が出された。これに対して、進行役の野村美佐子氏(リハ協)は、「海外では、JAWS用のスクリプトを書くことで、全盲者がマルチメディアDAISYを製作している例がある」と述べたが、パネリストの石川准氏(静岡県立大学)は、次のように述べた。「英語版Sigtuna3を英語版JAWSにスクリプトを書いて使っている例があるようだが、ユーザビリティの観点でどうなのか。製作者・利用者のいずれにおいてもカスタマーを選ばないのが、DAISYの哲学であるはず。その意味で、特定のスクリーンリーダーをスクリプトまで書いて駆使しなければならないという状態では、十分とは言えない。今後の課題として、製作ソフトのアクセシビリティをもっと追及していくべきだと思う。」また、パネリストの河村宏氏(当時国立身体障害者リハビリテーションセンター)は、「これから開発する新しい製作ソフトは、さまざまな障害のある人が使用することを前提に、最大限のアクセシビリティを実現させたい」と述べた。

　繰り返しになるが、障害者の情報保障をめざすDAISYだからこそ、障害者も情報の製作・発信ができるものとしなければ、健全な発展は望めないということを強調しておきたい。
　私にとってDAISYとはいったい何だろうか。それは、私の心を捕らえて放さないオバケのようなものかもしれない。DAISY規格は、今も開発が続けられている。DAISY製作ソフト、再生機器、そしてサービスシステムも、新たな可能性を模索し続けている。明日のDAISYは今日とは違う、もっと便利でもっと面白くなってくれるのではないか。またそうしていけるのではないか。私はそんな夢を持ち続けているのである。
　これまでDAISYの開発に携わってこられた方々、機器の開発やコンテンツの製作・普及に尽力された方々、私にDAISYについて教えてくださった方々に心より感謝申し上げたい。

※本稿は、視覚障害情報機器アクセスサポート協会発行の論文集「Pin」第28号(2007年7月)に掲載されたものです。

